
■ 電機・情報産業ではたらく労働者なら一人でも入れる全国組織の労働組合。管理職、派遣社員、契約社員など未組織労働者の切実な要求の実現を目指して、

企業の枠を超えて２０１１年９月１８日に結成された。東京都港区三田３ー２ー２０ 沖電気の職場を明るくする会《２０１２年８月あすなろ特別号》

ご支援ありがとうございました！

沖
デ
ー
タ
、
ユ
ニ
オ
ン
、
派
遣
労
働
者
の

三
者
が
「
確
認
書
」
に
調
印

争
議
の
円
満
解
決
を
確
認

労働局への訴えなど、勇気が実る！
≪違法状態の是正処置や派遣労働者への謝罪など≫

【
こ
れ
ま
で
の
闘
い
】

群
馬
労
働
局
が

労
働
者
派
遣
法
違
法
を
認
定
・
指
導

田
村
さ
ん
は
８
年
余
、
沖
デ
ー
タ
高
崎
事
業

所
の
プ
リ
ン
タ
ー
業
務
で
就
労
中
の
昨
年
９
月

に
契
約
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
の
定
め
の
な

い
専
門
26
業
務
（
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
）
の
契

約
で
し
た
が
、
子
会
社
・
請
負
社
員
・
正
社
員

に
対
す
る
教
育
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
な
ど
が
含
ま
れ
、
正
社
員
と
変
わ
ら
な
い

一
般
業
務
で
就
労
し
て
い
た
の
で
す
。
加
え
て

賃
金
は
約
20
万
円
、
所
定
内
労
働
時
間
を
千
時

間
も
超
え
る
年
も
あ
る
長
時
間
労
働
を
し
て
い

ま
し
た
。
一
般
業
務
の
雇
用
期
間
は
原
則
１
年
、

最
長
で
３
年
。
派
遣
法
違
反
を
群
馬
労
働
局
に

申
告
し
労
働
局
は
今
年
２
月
に

「
雇
用
期
間
制
限
違
反
」
（
第

40
条
の
２
）
な
ど
の
違
法
を
認

定
し
、
是
正
指
導
と
直
接
雇
用

の
推
奨
を
沖
デ
ー
タ
に
行
な
い

ま
し
た
。

広
が
る
支
援
に
支
え
ら
れ

闘
い
の
輪
を
広
げ
て
解
決
へ

沖
デ
ー
タ
の
派
遣
法
違
反
争
議
は
、
高
崎
工

場
・
本
社
前
で
の
宣
伝
行
動
や｢

支
援
集
会
」
、

沖
電
気
本
社
前
の
宣
伝
行
動
な
ど
が
粘
り
強
く

行
わ
れ
、
高
崎
市
や
群
馬
県
に
も
要
請
し
、
群

馬
県
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
沖
電
気

の
株
主
総
会
で
は
社
員
株
主
２
人
が
沖
電
気
グ

ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
の
企
業
理
念

に
反
し
た
派
遣
法
違
反
の
是
正
を
問
い
質
し
、

沖
電
気
の
社
長
な
ど
が
「
違
反
行
為
の
適
正
な

是
正
処
置
を
す
る
」
な
ど
の
答
弁
を
し
ま
し
た

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の

団
体
交
渉
で
解
決

【
安
心
し
て
働
き
生
活
で
き
る
社
会
を
】

沖
グ
ル
ー
プ
の
国
内
従
業
員
数
は
過
去
12
年

間
で
一
万
人
も
減
り
、
事
業
の
海
外
移
転
で
海

外
従
業
員
が
増
加
。
田
村
さ
ん
の
仕
事
も
中
国

の
グ
ル
ー
プ
企
業
へ
業
務
移
管
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
の
調
整
弁
と
し
て
非
正

規
社
員
が
増
加
。
グ
ル
ー
プ
内
の
労
働
組
合
は

非
正
規
社
員
の
雇
用
や
労
働
条
件
改
善
の
取
組

み
は
弱
く
、
田
村
さ
ん
は
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ

ン
に
加
入
し
て
、
沖
デ
ー
タ
と
の
団
体
交
渉
を

実
現
さ
せ
和
解
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

労
働
局
に
申
告
し
、
労
働
局
が
派
遣
法
違
反

を
認
定
し
て
会
社
を
文
書
で
是
正
・
指
導
す
る

一
方
、
団
体
交
渉
の
中
で
会
社
が
、
派
遣
法
違

反
を
認
め
、
田
村
さ
ん
を
違
法
状
態
で
働
か
せ

て
い
た
こ
と
に
対
し
て
謝
罪
し
、
将
来
に
つ
い

て
も
配
慮
し
た
事
は
、
違
法
な
事
に
対
し
て
声

を
出
し
て
闘
え
ば
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
示
し
、
多
く
の
仲
間
を
励
ま
し
ま
し
た
。

ＯＫＩデータ
派遣法違反争議
和解成立 ２０１２年７月２５日

電機・情報ユニオンとは

七
月
二
五
日
高
崎
に
お
い
て
、
沖
デ
ー

タ
か
ら
派
遣
契
約
の
更
新
を
拒
絶
さ
れ
た

田
村
さ
ん
が
直
接
雇
用
を
求
め
て
闘
っ
て

い
た
争
議
に
お
い
て
、
お
互
い
の
話
し
合

い
に
よ
り
「
円
満
解
決
」
を
し
ま
し
た
。

会
社
側
が
派
遣
法
違
反
を
認
め
是
正
処

置
を
行
い
、
違
法
状
態
で
働
か
せ
て
い
た

こ
と
を
謝
罪
す
る
と
と
も
に
田
村
さ
ん
の

今
後
の
将
来
に
つ
い
て
配
慮
し
た
内
容
を

確
認
し
、
直
接
雇
用
の
要
求
を
取
り
下
げ

る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
】

沖
電
気
（
東
京
・
資
本
金
４
４
０
億
円
・

１
万
６
７
３
６
人
）
の
主
力
製
品
の
一
つ

プ
リ
ン
タ
事
業
会
社
。
資
本
金
１
９
０
億

円
（
沖
１
０
０
％
出
資
）
従
業
員
約
６
千

人
の
う
ち
国
外
が
約
８
割
（
約
２
０
社
）

を
占
め
る
。
単
独
で
は
群
馬
県
高
崎
事
業

所
な
ど
約
８
０
０
人
。
売
上
高
１
１
２
０

億
円
で
沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の
２
６
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
（
１
２
年

３
月
期
）

（上段）調印の場となっ
た団体交渉（中段）昨年
12月の高崎集会。100人
の参加者が（下段）6月
沖電気本社前の宣伝行動

円満解決
おめでとう



１世帯平均所得と非正規雇用者の推移
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企業の社会的責任とは、派遣労働者など非正規を含む従業員の雇用・生活・健康を守ることですーム

正
規
雇
用
者
数
は
１
９
９
８
年
の
３
千
７

９
７
万
人
か
ら
２
０
１
１
年
３
月
に
は
、
３

千
１
３
５
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
６
６
２
万

人
の
減
少
で
す
。
こ
の
間
、
ほ
ぼ
同
数
の
非

正
規
社
員
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
労
働
者
派

遣
法
の
施
行
時
の
説
明
で
は
、
「
正
規
雇
用

の
代
替
は
禁
止
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
っ
た
く
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
、
雇

用
破
壊
に
つ
な
が
る
心
配
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
経
営
者
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
運
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

働
き
口
が
不
安
定
な
非
正
規
雇
用
の
増
大

は
、
深
刻
な
低
賃
金
労
働
（
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
）
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
人
が
５
年
連
続
で
１
千
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
、
家
計
の

消
費
支
出
に
占
め
る
飲
食
費
の
パ
ー
セ
ン
ト

（
エ
ン
ゲ
ル
係
数
）
は
１
９
７
４
年
以
来
の

上
昇
で
２
３
・
７
％
に
な
り
、
「
ゆ
と
り
」

も
低
下
し
て
い
ま
す
。

雇
用
・
賃
金
の
崩
壊
で
税
収
、
社
会
保
険
、

年
金
、
な
ど
日
本
の
仕
組
み
の
崩
壊
が
い
ろ

い
ろ
な
分
野
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
童
保
育

指
導
者
は
全
て
非
正
規
雇
用
で
、

勤
続
年
数
も
短
く
、
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
に
も
悪

影
響
（
千
葉
県
・
船
橋
市
）

教
育

生
活
保
護
を
受
け
な
が
ら
臨
時
教
員
を

し
た
。
昨
年
は
学
級
担
当
も
や
る
な
ど
し
た
が
、

今
年
は
失
業
し
た
（
埼
玉
）
。

福
祉

特
養
擁
護
老
人
ホ
ー

ム
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
低
賃
金

の
た
め
職
員
が
集
ま
ら
ず
、
開
設

が
遅
れ
た
（
関
西
地
区
）

郵
便

事
業
会
社
で
は
非
正
規

社
員
が
６
５
％
。
賃
金
は
正
規
の

６
割
程
度
。
均
等
待
遇
を
望
む
声

が
大
き
い
。

保
育

市
の
公
立
保
育
園
は
頻
繁
に
、
時
給
９
３

０
円
〜
の
保
育
士
を
募
集
（
埼
玉
・
深
谷
）

今
年
２
月
、
厚
生
労
働
省
は
、
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
の
た
め
に
「
望
ま
し
い
働
き
方
ビ
ジ
ョ

ン
（
仮
称
）
」
を
示
し
た
。
正
社
員
の
よ
う
に
雇

用
の
制
限
が
な
い
「
無
期
雇
用
」
と
、
派
遣
で
は

な
く
企
業
が
じ
か
に
雇
う
「
直
接
雇
用
」
の
実
現

の
重
要
性
を
明
記
。
企
業
が
生
産
性
を
上
げ
る
好

循
環
を
生
み
出
す
た
め
に
も
、
「
無
期
限
」
で

「
直
接
」
の
正
規
雇
用
で
働
け
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
重
要
と
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
製
造
現
場
の
主
力
は
非
正
規

処
遇
改
善
が
必
要

正
社
員
の
代
替
と
し
て
多
く
の
非
正
規
社
員
が

不
安
定
雇
用
、
時
給
１
２
０
０
円
程
度
、
退
職
金

な
し
、
な
ど
の
格
差
待
遇
で
働
い
て
い
ま
す
。

所
得
の
目
減
り
や
若
者
の
雇
用
難
で

「
エ
ン
ゲ
ル
係
数
」
も
上
昇

深刻
な
雇用崩

壊

労働
者派

遣法

も原因
に

若者の失業率は約１割 人間の尊厳が危ない

安定した雇用制度が崩壊し日本社会の土台も崩壊

若者
も悲

鳴

◆若者（２０歳～２９歳）の納付率は

４６・１％ （２０１１年度）

過
去
最
悪
の
更
新
を
続
け
る

国
民
年
金
納
付
率

◆非正規社員は雇用者数の３５％超に達して、低所得者

が急増。生活保護費で生活する人は最多の２０５万人

＝
厚
労
省

働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
＝

非
正
規
労
働
者
が
正
規
雇
用
に

移
行
で
き
る
環
境
が
望
ま
し
い


